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作
業
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

ス
タ
ッ
フ
ら
延
べ
三
十
六
人
が

参
加
し
た
。
水
槽
は
中
型
二
つ

を
残
し
、
水
漏
れ
し
た
大
型
は

撤
去
。
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
を
カ

フ
ェ
用
に
し
た
。
小
型
水
槽
も

整
理
し
て
、
生
き
物
を
観
察
し

や
す
く
し
た
。
水
槽
を
掃
除
し

た
小
学
生
の
平
尾
龍
平
君
は

「
見
て
も
ら
え
る
展
示
づ
く
り

は
や
り
が
い
が
あ
る
」
と
喜
ん

で
い
た
。 

     

名
勝
指
定
さ
れ
た
翌
年
の
一

九
二
六
年
、
三
段
峡
正
面
口
に 

 

架
け
ら
れ
た
初
代
の
木
製

吊
り
橋
で
あ
る
。
親
柱
を

拡
大
す
る
と
右
に
「
長
潭

橋
」、
左
に
は
こ
の
辺
り
の

景
勝
名
の
「
な
が
ぶ
ち
」
と

彫
ら
れ
て
い
る
。
撮
影
し

た
の
は
野
田
富
示
仁
。 

       

 

   

 

三
日
が
か
り
で
ペ
ン
キ
を
塗

り
替
え
た
外
壁
は
、
明
る
い
ミ

ル
キ
ー
ホ
ワ
イ
ト
に
な
り
、
新

し
く
看
板
を
取
り
付
け
た
。
さ

ん
け
ん
植
物
部
の
山
崎
雄
二
さ

ん
が
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
用
の
窓
口

の
足
場
と
暖
簾
台
を
造
作
し
、

店
舗
ら
し
く
な
っ
た
。
外
観
を 

     

「
原
爆
の
図
」
で
知
ら
れ
る

画
家
・
丸
木
位
里
（
一
九
〇
一

―

九
五
年
）
が
描
い
た
三
段
峡

を
巡
る
ツ
ア
ー
と
水
墨
画
の
体

験
会
が
四
月
二
十
六
日
、
Ｌ
Ｏ

Ｕ
Ｐ
Ｅ
で
開
か
れ
る
。
同
時
開

催
の
パ
ネ
ル
展
示
「
丸
木
位
里 

     

現
在
、
峡
内
の
淵
の
名
称
は

長
淵
、
黒
淵
な
ど
「
淵
」
に
統
一

さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
は
ま
ち

ま
ち
で
「
渕
」
も
使
わ
れ
た
。
長

淵
だ
け
は
「
長
潭
」
と
も
表
記

さ
れ
た
。
潭
に
は
「
深
く
水
を

湛
え
る
」
と
の
意
味
が
あ
り
、

淵
と
は
微
妙
な
違
い
が
あ
る
。 

 

こ
の
橋
の
寿
命
は
短
く
、
三 

 

デ
ザ
イ
ン
し
た
ス
タ
ッ
フ
の
佐

藤
亜
紗
さ
ん
は
「
お
客
さ
ん
が

気
軽
に
注
文
し
や
す
く
な
っ
た

の
で
は
」
と
話
し
て
い
た
。 

 

こ
れ
ま
で
カ
ウ
ン
タ
ー
に
並

べ
て
い
た
チ
ラ
シ
は
チ
ラ
シ
ス

タ
ン
ド
へ
移
し
て
す
っ
き
り
さ

せ
、
ス
ツ
ー
ル
チ
ェ
ア
を
置
く

予
定
に
し
て
い
る
。
室
内
の
左

側
面
へ
カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ー
ブ
ル

増
設
し
た
。
一
人
客
用
の
席
と

し
、
ス
タ
ッ
フ
の
仕
事
机
と
し

て
も
使
用
す
る
。 

    

と
三
段
峡
」
は
五
月
十
一
日
ま

で
開
か
れ
て
い
る
。
名
勝
指
定

百
周
年
記
念
事
業
の
第
五
弾
。 

 

水
墨
画
家
の
丸
木
は
三
段
峡

へ
通
い
、
多
く
の
作
品
を
残
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
は
広
島
大
学
の 

学
生
団
体
「
丸
木
位
里
と
故
郷
・ 

    

八
年
に
撮
影
さ
れ
た
二
代
目
の

橋
の
主
塔
は
、
丸
太
か
ら
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
に
な
っ
て
い
る
。

経
緯
は
不
明
な
の
だ
が
、
私
の

叔
母
か
ら
祖
母
が
生
前
話
し
て

い
た
信
じ
が
た
い
体
験
談
を
聞

い
た
。
三
段
峡
の
吊
り
橋
が
切

れ
、
わ
ら
わ
ら
と
人
が
落
ち
る

の
を
見
た
と
言
う
の
だ
。
橋
の 

        

     

観
光
資
源
の
開
発
や
魅
力
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
者

を
支
援
す
る
広
島
県
観
光
連
盟

の
「
Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ｐ 

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
」

の
授
賞
式
が
三
月
十
二
日
、
広

島
市
内
で
開
か
れ
、
ｄ
ｒ
ｏ
ｐ

ｓ
が
自
然
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

部
門
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。 

対
象
と
な
っ
た
の
は
昨
年
度 

 

飯
室
を
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
広
大
さ
ん
け
ん
部
の
共

同
企
画
。 

当
日
は
十
時
Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
集

合
、
同
十
五
分
講
演
、
十
一
時

十
五
分
三
段
峡
散
策
、
十
三
時

昼
食
、
十
四
時
水
墨
画
体
験
。 

無
料
、
弁
当
持
参
。
定
員
十
人
。

問
い
合
わ
せ
＝
０
９
０
・
６
０

７
８
・
０
８
３
５
（
本
宮
） 

 

架
け
替
え
に
関
係
し
た
事
故
だ

と
す
れ
ば
、
一
二
年
生
ま
れ
の

祖
母
は
二
十
代
半
ば
だ
っ
た
。 

 

叔
母
が
聞
い
た
の
も
古
い
記

憶
で
あ
り
、
あ
ま
り
に
衝
撃
的

な
た
め
誇
張
さ
れ
て
い
る
か
、

戦
後
の
女
夫
淵
で
の
橋
落
下
事

故
と
混
同
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
、
と
も
思
う
。
戦
争
の
時

代
へ
進
む
中
、
事
故
が
記
録
さ

れ
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
の

で
は
と
考
え
る
。（
松
尾
俊
孝
） 

          
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

    

企
画
し
た
、
三
段
峡
の
絶
景
を 

体
験
す
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
と
子

供
達
が
川
遊
び
や
シ
ャ
ワ
ー
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
を
楽
し
む
二
事

業
。
選
考
委
員
の
佐
藤
亮
太
さ

ん
は
「
ガ
イ
ド
と
一
緒
で
な
い 

    

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
専
門
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
企
業
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｎ

社
（
京
都
府
）
と
さ
ん
け
ん
と
の

コ
ラ
ボ
企
画
が
三
月
三
十
一
日

か
ら
一
週
間
実
施
さ
れ
た
。 

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
を

ネ
ッ
ト
販
売
し
、
予
想
を
上
回

る
一
六
万
四
六
〇
〇
円
の
寄
付

が
集
ま
っ
た
。
さ
ん
け
ん
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
た
同
社
の
担

当
者
か
ら
企
画
の
提
案
が
あ

り
、
実
現
し
た
。 

     
 
 
 
 
 
 

さ
ん
け
ん
発

足
当
時
か
ら
魚

類
な
ど
水
生
生

物
の
観
察
や
調 

査
に
加
わ
り
、
子
供
達
対
象
の 

「
さ
ん
け
ん
自
然
塾
」
で
は
リ 

ー
ダ
ー
を
務
め
、
Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ

の 

役
を
務
め
、 

      

と
行
け
な
い
場
所
へ
入
れ
る
の

が
一
番
強
い
部
分
。
三
段
峡
は

お
金
が
落
ち
る
要
素
が
な
か
っ

た
。
ツ
ア
ー
を
通
じ
て
地
域
の

活
性
化
へ
貢
献
し
て
ほ
し
い
」

と
期
待
を
述
べ
た
。
Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ｐ

は
観
光
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
支
援
す

る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
。
十
三
団

体
が
授
賞
し
、
ｄ
ｒ
ｏ
ｐ
ｓ
に

は
二
万
円
が
授
与
さ
れ
た
。 

    

ヤ
マ
セ
ミ
部
が
中
心
に
な
っ

て
人
工
巣
穴
を
設
置
し
た
三
月

二
十
一
日
、
三
段
峡
ホ
テ
ル
の

改
築
工
事
現
場
に
ヤ
マ
セ
ミ
が

現
わ
れ
、
巣
穴
を
掘
る
場
所
を

探
す
行
動
が
確
認
さ
れ
た
。 

巣
穴
を
設
置
し
た
場
所
は
こ

れ
ま
で
の
観
察
結
果
か
ら
、
営

巣
が
期
待
さ
れ
る
三
段
峡
周
辺

と
地
権
者
の
協
力
を
得
た
戸
河

内
地
区
の
二
カ
所
。
サ
ン
ト
リ

ー
愛
鳥
基
金
の
助
成
事
業
で
四

台
目
に
な
っ
た
。 

 

    

の
命
名
者
で
も
あ
る
本
宮
芳
太

郎
君
が
、
公
立
大
学
法
人
・
長
野

大
学
環
境
ツ
ー
リ
ズ
ム
学
部
へ

進
学
し
た
。「
育
て
て
も
ら
っ
た

三
段
峡
と
支
え
て
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
に
恩
返
し
で
き
る
よ
う

努
力
し
ま
す
」
と
話
し
て
い
る
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

県
の
安
全
確
認
前
だ
が
、
来
峡
者

が
増
え
て
い
る
。
安
全
に
十
分
留

意
し
て
、
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。「
坊

が
つ
る
讃
歌
」
の
一
節
に
「
雪
解

の
水
に
春
を
知
る
」
と
あ
る
。 

  

▼
雪
解 

さ
ん
け
ん
新
聞 

 

探
勝
路
の
清
掃
が
あ
っ
た
三

月
末
、
水
梨
口
か
ら
三
段
滝
へ
は

所
々
に
ま
だ
た
っ
ぷ
り
の
雪
が

っ 

  

一口メモ 

あ
っ
た
。
春
の
草
花
も
開
花
も

遅
れ
気
味
だ
。
大
雪
の
お
か
げ

で
増
水
し
た
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ

ー
ン
の
流
れ
や
淵
が
、
早
春
の

三
段
峡
の
美
し
さ
を
見
せ
る
。

ケm

￥
ん 

   

丸
太
の
主
塔 

寿
命
短
い
初
代
「長
潭
橋
」  

（２９） 

本
宮
芳
太
郎
君 

長
野
大
学
へ
進
学 

「
環
境
と
地
域
」
を
学
ぶ
コ
ー
ス 

 

四
月
五
日
か
ら
の
営
業
開
始
に
向
け
三
月
と
四
月

の
五
日
間
、
Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
恒
例
の
Ｄ
Ｉ
Ｙ
作
業
に
よ

っ
て
準
備
を
整
え
た
。
水
漏
れ
し
た
大
型
水
槽
を
撤

去
し
カ
フ
ェ
部
分
を
充
実
、
チ
ラ
シ
ス
タ
ン
ド
を
置

い
た
。
外
壁
の
塗
装
や
看
板
の
設
置
な
ど
、
利
用
し

や
す
い
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
な
っ
た
。 

店舗らしくなったテイクアウト用窓口 

 

 

  写真 

「LOUPE」開店準備 

絶
景
体
験
ツ
ア
ー
に
高
評
価 

丸
木
位
里
の
三
段
峡
訪
ね
る 

四
月
二
十
六
日
開
催 

参
加
者
募
集 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
企
画 

予
想
以
上
の
寄
付
金 

工
事
現
場
に
ヤ
マ
セ
ミ 

人
工
巣
穴 

二
カ
所
設
置 

「
Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ｐ 

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
」
で
優
秀
賞 
カ
フ
ェ
充
実 

明
る
い
外
観 

Ｄ
Ｉ
Ｙ
作
業 

五
日
間
で
三
十
六
人
参
加 


